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人吉市関連施設

カルチャーパレス（下城本町1578番地１） ☎24−3311

スポーツパレス（下城本町1566番地１） ☎22−1688

水道局お客様センター（市役所２階） ☎22−5497

保健センター（市役所横） ☎24−8420

石野公園（赤池原町1425番地１） ☎22−6700

鉄道ミュージアム（中青井町343番地14） ☎23−2000

図書館（下城本町1578番地１） ☎24−3518

くまりば（相良町４番地２） ☎22−5183

人吉市役所　☎２２−２１１１( 代表 )
住所　�〒 868-8601　人吉市西間下町７番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分（木曜
は～午後７時）
開庁日　月～金曜 ( 土・日曜、祝日、年末年始を除く )
ホームページ　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市の住民基本台帳人口
令和６年９月末日現在　※（ ）は前月比

人吉市のマイナンバー
カード保有率
77.1％

（令和６年９月末）
（総務省発表）

総数 29,786人（−   56 人）

男 13,828人（−   35 人）

女 15,958人（−   21 人）

世帯数 15,283世帯（− ９世帯）

市税務課収納係（内線１０５５）問

人の動き

▲市ホームページ ▲窓口の混雑状況

ふるさと納税ふるさと納税

寄付件数と寄付額
令和６年９月
1,044 件

3,136 万８千円

広報ひとよし
NO.1183 2024   NOV11
04

特集
介護ってどんな仕事？
～介護職の魅力を知って～

08 おくんち祭フォトリポート

13 令和６年度　人吉市金婚夫婦表彰

15 市内６町内でプラごみを
分別収集しています

16 令和５年度普通会計の決算報告
人吉市の財政事情をお知らせします

18
第69回人吉球磨総合美展
ぐるっとおでかけ　特産品プレゼント
キャンペーン開催中
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お人よし
話題をおって
令和２年７月豪雨からの復旧・復興状況
情報ひろば・保健センターだより
地域おこし協力隊通信
元気モリモリ ランニングクラブ
ようこそとしょかんへ！
子育て通信
ひとよしのお仕事file
地域防災官の命を守る話
市長日記
h
ヒ ト ヨ シ グ ラ ム

itoyoshigram
川畑式　脳いきいきパズル
各種相談ガイド
ひとよしの情報発信
行事カレンダー
編集後記

連載

隔月

納期限
12月２日（月）

11月の納税
・国民健康保険税（第５期）
・介護保険料（第５期）
・�後期高齢者医療保険料
　（第５期）

市環境課廃棄物対策係（内線２０７２）問
クリーンプラザへの持ち込みはできません。
月曜が収集日の地区だけ収集します。

11/４（月）

○
燃えるごみだけ

祝日などのごみ収集
ごみ分別アプリ

▲ 被災直後の元の旅館。物が散乱し、建物
から出るのもやっとだった

▲ 新しい旅館は全て離れで、源泉掛け流し
の露天風呂と内湯を備える

令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
甚
大
な

被
害
を
乗
り
越
え
、
約
４
年

ぶ
り
に
営
業
を
再
開
。
市
内
で
被
災

し
た
旅
館
が
元
の
場
所
で
再
建
を
果

た
し
て
い
く
中
、
郊
外
の
新
天
地
を

再
建
の
地
に
選
ん
だ
。

　

移
転
前
は
九
日
町
通
り
に
あ
り
、

町
屋
造
り
の
旅
館
で
多
く
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
豪
雨
時
は
２

階
ま
で
浸
水
し
、
３
人
の
宿
泊
者
と

屋
上
に
避
難
。
水
が
引
い
た
後
は
あ

ま
り
の
状
況
に
ぼ
う
ぜ
ん
と
な
っ

た
。
現
地
再
建
も
考
え
た
が
、
古
い

木
造
の
建
物
だ
っ
た
た
め
被
害
が
ひ

ど
く
断
念
。
解
体
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
前
よ
り
も
広

い
場
所
で
離
れ
の
旅
館
が
建
設
で
き

る
場
所
を
探
し
、
温
泉
が
湧
く
現
在

の
場
所
に
移
転
を
決
意
し
た
。

　

再
建
を
目
指
し
、
女お
か
み将
の
淳じ

ゅ
ん
こ子

さ
ん
は
九
日
町
の
コ
ン
テ
ナ
マ
ル

シ
ェ
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
料
理
を
提

供
。
旅
館
の
常
連
客
や
ま
ち
の
人
が

訪
れ
、
完
売
す
る
日
も
あ
る
な
ど
好

評
だ
っ
た
。「
苦
労
は
あ
っ
た
け
ど
、

心
温
ま
る
支
援
で
感
謝
の
気
持
ち
だ

け
が
残
り
ま
し
た
」。
料
理
を
主
に

担
当
す
る
息
子
の
諭さ
と
しさ

ん
は
、
阿
蘇

市
の
老
舗
温
泉
旅
館
で
修
業
。
料
理

は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
手
法
な
ど
を
学

び
再
建
に
備
え
た
。

　

新
し
い
旅
館
は
９
月
20
日
に
プ
レ

オ
ー
プ
ン
。
既
に
多
く
の
お
客
さ
ん

が
訪
れ
、
次
の
宿
泊
予
約
を
し
て
帰

る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
い
る
ほ
ど
の
盛
況

だ
。
11
月
８
日
に
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
控
え
、「
人
吉
温
泉　

石
野

乃
湯　

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ 

Ｒ
Ｙ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
。

一富士旅館（赤池原町）

いちふじりょかん
　大正時代創業。移転前は九日町に旅
館があり、昔ながらの町屋造りと料理
に定評があった。松田柳一館主、淳子
女将、次男の諭代表の家族で経営。令
和２年７月豪雨で被災し、赤池原町に
再建した。

被災を乗り越え新天地でスタートを切った
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兄
や
姉
の
背
中
を
追
っ
て

　

介
護
の
世
界
に
入
っ
て
約
５
年
で
す
。
高

校
卒
業
後
に
愛
知
県
に
就
職
し
ま
し
た
が
、

結
婚
を
機
に
帰
郷
。
姉
が
看
護
師
、
兄
が
介

護
士
を
し
て
い
る
影
響
も
あ
り
、
何
か
人
の

役
に
立
て
な
い
か
と
考
え
、
今
の
職
場
に
就

職
し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
こ
と
も
理
由

の
１
つ
で
す
。

　

現
在
は
、
利
用
者
が
起
床
し
て
か
ら
就
寝

す
る
ま
で
の
食
事
や
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
日

常
生
活
の
介
助
を
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

中
で
特
に
認
知
症
の
人
は
、
日
に
よ
っ
て
状

態
に
む
ら
が
あ
る
の
で
様
子
を
見
な
が
ら
そ

の
時
々
に
合
わ
せ
た
対
応
を
す
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
私
た
ち
の
話

し
方
や
対
応
次
第
で
症
状
の
進
み
具
合
が
変

わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
認
知
症
の
進
み
具
合

を
い
か
に
緩
や
か
に
で
き
る
か
を
考
え
て
、

日
々
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

数
カ
月
前
ま
で
は
今
と
は
違
う
部
署
に
い

た
の
で
す
が
、
以
前
関
わ
っ
て
い
た
利
用
者

か
ら
「
ど
こ
に
行
っ
と
っ
た
ん
ね
！
」
と
言

わ
れ
た
時
は
、
自
分
の
や
っ
て
き
た
対
応
が

間
違
っ
て
お
ら
ず
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ん

だ
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

人
が
相
手
の
仕
事
な
の
で
大
変
な
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
人
生
の
先
輩
か
ら

貴
重
な
話
が
聞
け
て
、
学
び
に
も
つ
な
が
る

の
で
と
て
も
魅
力
的
な
職
業
で
す
。
私
に
は

幼
い
３
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、
子
育
て

の
経
験
を
介
護
の
現
場
で
活
か
す
こ
と
が
で

正
解
が
な
い
こ
と
が
や
り
が
い

　

以
前
は
工
場
で
働
い
て
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
に
仕
事
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
介
護
に
は
正
解
が
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用

者
一
人
一
人
の
性
格
や
そ
の
日
の
状
態
で
対

応
は
変
わ
り
ま
す
し
、
や
り
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。
今
ま
で
の
経
験
や
先
輩
た
ち
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
が
納
得

し
利
用
者
に
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
正
解
を

見
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
学
ぶ
こ
と

が
多
い
毎
日
で
す
が
、
そ
れ
も
や
り
が
い
や

楽
し
さ
の
１
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
介

護
の
経
験
が
な
い
人
で
も
半
年
間
研
修
を
受

け
実
務
を
３
年
間
経
験
す
れ
ば
、
介
護
福
祉

士
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
笑
顔
が
す
て

き
で
優
し
く
、
パ
ワ
フ
ル
な
人
は
ぜ
ひ
介
護

士
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
吉
市
の
２
・
５
人
に
１
人
が
高
齢
者

　

人
吉
市
の
高
齢
化
率
は
令
和
６
年
9
月
末

時
点
で
38
・
61
％
。
約
2
・
５
人
に
１
人
が

高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
独
居
率
（
高
齢
者
が

1
人
で
暮
ら
し
て
い
る
割
合
）
は
約
17
％
、

要
介
護
認
定
率
（
介
護
が
必
要
だ
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
の
割
合
）
は
約
16
％
で
、
高
齢

者
の
5
人
に
1
人
が
1
人
で
暮
ら
し
、
介
護

が
必
要
な
状
態
で
す
。
高
齢
者
全
体
の
数
は

減
少
傾
向
で
す
が
、
生
産
年
齢
人
口
（
15
～

64
歳
）
の
急
激
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
化
率
は
今
後
も
上
昇
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

介
護
の
な
り
手
も
不
足
す
る
時
代
に

　

現
在
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
介

護
人
材
の
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
推
計
で
は
、
令
和
７
年
度
に
は
全
国
で

約
32
万
人
の
介
護
人
材
が
不
足
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。介
護
の
現
場
で
は
老
老
介
護（
高

齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
こ
と
）
の
状
態

に
な
っ
て
い
て
、
若
い
な
り
手
が
不
足
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
７
年
に
は
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期

に
生
ま
れ
た
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
。
令

和
22
年
に
は
団
塊
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
が
65
歳
以

上
と
な
り
、
全
国
の
高
齢
者
数
は
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
医
療
・
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

が
増
加
す
る
一
方
で
、
生
産
年
齢
人
口
は
減

少
す
る
た
め
、
若
い
世
代
の
介
護
人
材
の
確

保
は
さ
ら
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

人吉市の高齢化率の推移と予測
人吉市の高齢化率
約 40%

2.5 人に１人が高齢者
H28 （年度）
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介
護
の
現
場
で
働
く
若
者
に
、
介
護
職
の

魅
力
や
き
っ
か
け
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

き
、
子
ど
も
た
ち
は
仕
事
の
活
力
源
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

小
こ ま つ

松 真
ま さ し

士さん（32）

（個室ユニット型特別養護
老人ホーム　聖心ホーム）

熊本県人吉市

▲ 施設の文化祭の出し物（展示作品）の準備を手
伝う小松さん

※第 9 期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（熊本県）
　人吉いきいき高齢プラン（人吉市）

特集

　現在、全国で介護職の人材不足が大きな問題となっています。国の推計では、令和７年度には
全国で約 32 万人が不足するそう。しかし、以前に比べると介護職の働く環境は整ってきていて、
人の役に立つ実感が得られるなど仕事はやりがいにあふれています。
　11 月 11 日は「介護の日」。それにちなんで、この特集では介護職の魅力を紹介します。

問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１　内線１２３１）
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高
校
生
の
頃
か
ら
の
経
験
を
生
か
し
て

　

介
護
の
世
界
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校

生
の
時
。
多
良
木
高
校（
球
磨
郡
多
良
木
町
）

の
福
祉
科
で
学
ん
で
い
て
、
老
人
ホ
ー
ム
を

訪
問
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

り
と
お
年
寄
り
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、
介

護
に
携
わ
る
仕
事
を
志
し
ま
し
た
。
今
の
事

業
所
に
入
っ
て
ま
だ
５
カ
月
で
す
が
、
そ
れ

ま
で
は
人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
訪
問
介

護
の
パ
ー
ト
な
ど
で
約
８
年
間
勤
務
し
て
い

て
、
介
護
の
世
界
に
は
高
校
生
の
と
き
か
ら

ず
っ
と
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
、
入
浴
や
食
事
と
い
っ
た

日
常
生
活
の
介
助
に
加
え
て
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
企
画
や
利
用
者
の
送
迎
な
ど
で

す
。
利
用
者
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
残
さ

れ
た
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら

「
今
」
を
心
地
よ
く
、
生
き
生
き
と
生
活
す

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

中
に
は
意
思
疎
通
が
難
し
い
人
も
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
人
に
は
相
手
の
気
持
ち
や
立

場
に
立
っ
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
家
族
と
の
関
係
も
大
切
で
す
。

要
望
を
丁
寧
に
聞
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日

中
の
様
子
や
細
か
い
気
づ
き
な
ど
は
し
っ
か

り
伝
え
、
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

感
謝
の
言
葉
が
あ
ふ
れ
る
職
場

　

人
生
の
先
輩
か
ら
貴
重
な
話
を
聞
い
て
、

そ
の
人
の
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
ほ
か
の
仕
事
で
は
決
し
て
味
わ
え
ま
せ

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
実
際
に
制
度

を
利
用
し
て
い
る
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　楽しいレクリエーションなどをス
タッフの人が考えてくれるので、みん
なで笑いながら安心した毎日を送るこ
とができています。学校の先生をして
いたので、ほかの人と「今日はこうだっ
た」などと話すのがとても好きです。
毎日が楽しかったと思えるような一日
になるよう笑って過ごしていきます。

佐々木 キヌエさん

（デイサービスを利用）

　家に１人で留守番をさせていたとき
は、転倒していないか、ご飯は食べて
いるかなど心配ばかりでした。ケアマ
ネジャーさんの勧めで入所を決めまし
たが、サービスやスタッフの対応が充
実していて安心して預けることができ
ます。幸せな環境にいると思うので、
長生きしてほしいです。

吉川ミヨ子さんと弟夫婦
（特別養護老人ホームを利用）

介護保険制度を知りたい人向けの本があります！
　介護保険制度や制度利用のご相談がある人は、市高
齢者支援課（市役所１階
６番窓口）までお越しく
ださい。介護保険制度に
ついて詳しくまとめた
冊子も用意しています。

2024 年秋　福祉の仕事面談会
　福祉関係の仕事に就職を希望する求職者を対象に面
談会を開催します。社会福祉施設などから直接、現場
の声を聞くことができます。
期日　11 月 12 日（火）・19 日（火）
時間　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
場所　ハローワーク球磨　会議室
問合せ　ハローワーク球磨
　　　　（☎２４−８６０９）

　寝たきりや認知症などで介護を必要とする人を社会全体で支える仕組みのこと。市では、サービスを
必要とする人が安心して利用できるよう制度を運用しています。

入所サービス
　施設に入所・入居して日常
生活の介助を受けながら過ご
すサービス
例） 特別養護老人ホーム、介護老

人保健施設 など

通所サービス
　自宅から施設に通い、入浴
や食事、レクリエーションな
どをするサービス
例） 通所介護（デイサービス）、

通所リハ など

訪問サービス
　自宅にヘルパーなどが訪問
し、掃除や食事、入浴などを
介助してくれるサービス
例）  訪問介護（ホームヘルプ）、

訪問看護 など

▲ 風船を落とさないようにパスを回す人気のレク
リエーションを一緒に楽しむ植田さん

植
う え だ

田 美
み さ き

咲希さん（32）

（小規模多機能型
居宅介護事業所　菜の花）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の
は

ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
が
あ
る
か
ら

心
配
ご
と
が
な
く
な
り
ま
し
た

ん
。さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
人
た
ち
か
ら
、

学
び
や
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
最

大
の
魅
力
で
す
。
介
護
は
自
分
自
身
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
の
仕
事
は
「
あ
り
が
と
う
」

や
「
ま
た
お
願
い
ね
」
と
い
っ
た
感
謝
の
言

葉
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。感
謝
の
言
葉
は
、

私
た
ち
に
元
気
や
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
と

と
も
に
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
言
葉
が
飛
び
交
う
現
場
で
働
く
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
仕
事
の
醍だ
い
ご
み

醐
味
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

若
い
人
に
は
敬
遠
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

職
業
で
す
が
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
働
き
方
が
で
き
ま
す
し
、
経
験
が

な
く
て
も
実
務
を
経
て
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。
人
と

話
す
の
が
好
き
な
人
や
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
好
き
な
人
な
ど
、
介
護
の
仲

間
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

利用者の声利用者の家族の声

介護ってどんな仕事？特集
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５年ぶりに順路拡大！　千五百人がまちなかを練り歩く

国
宝
・
青
井
阿
蘇
神
社
で

神
社
で

10
月
３
～
11
日
の
９
日

間
に
わ
た
り
人
吉
球
磨
地
域
最

大
の
祭
り
で
あ
る
「
お
く
ん
ち

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
の
半は
ん
て
ん纏
お
ろ
し
で
は
、

「
復
興
が
進
む
中
で
記
憶
と
希

望
が
奏
で
る
一
人
一
人
の
活
力

で
一
層
の
繁
栄
を
祈
る
」
と
い

う
意
味
を
込
め
、「
奏
」
と
い

う
火
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
ま

し
た
。

　

9
日
に
行
わ
れ
た
メ
イ
ン
の

神
幸
行
列
は
、
５
年
ぶ
り
に
中

心
市
街
地
を
通
る
コ
ー
ス
に
順

路
を
拡
大
。
み
こ
し
を
担
ぐ

「
わ
っ
し
ょ
い
」や「
そ
い
や
っ
」

と
い
う
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が

響
き
渡
り
、
獅
子
や
み
こ
し
、

稚ち

ご児
行
列
な
ど
27
団
体
千
五
百

人
が
九
日
町
通
り
や
紺
屋
町
通

り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

１＿�１＿�訪れた人たちは獅子に頭をかまれ無病息災を祈願。獅子におびえて訪れた人たちは獅子に頭をかまれ無病息災を祈願。獅子におびえて
泣く子どもの姿はおくんち祭ならでは泣く子どもの姿はおくんち祭ならでは

２＿�２＿�球磨神楽の演目「三笠」では、紙吹雪が舞い幻想的な雰囲気に球磨神楽の演目「三笠」では、紙吹雪が舞い幻想的な雰囲気に
３＿３＿女性のみこしも元気いっぱい！女性のみこしも元気いっぱい！
４＿４＿一寸の隙も許さず。剣術・兵法タイ捨流の演武一寸の隙も許さず。剣術・兵法タイ捨流の演武
５＿５＿   10 月９日は「家族の時間の日」で市内の小・中学校は休みに。子10 月９日は「家族の時間の日」で市内の小・中学校は休みに。子

どもたちは町内会や学校ごとに祭りに参加したどもたちは町内会や学校ごとに祭りに参加した
６＿６＿球磨工高３年生 74 人が披露した同校名物「エッサッサ」は迫力！球磨工高３年生 74 人が披露した同校名物「エッサッサ」は迫力！
７＿７＿ 10 月８日夜には10 月８日夜には球磨神楽の全 17 番の演目が奉納された球磨神楽の全 17 番の演目が奉納された
８＿８＿半纏おろしの今年の火文字は「奏（かなで）」半纏おろしの今年の火文字は「奏（かなで）」
９＿�９＿�第三中の伝統舞踊「梅娘」。お囃子（はやし）に合わせて優雅な舞第三中の伝統舞踊「梅娘」。お囃子（はやし）に合わせて優雅な舞

を披露したを披露した
10 ＿10 ＿拝殿から８頭の獅子が勢いよく飛び出す拝殿から８頭の獅子が勢いよく飛び出す
11 ＿�11 ＿�行列を終えて神社に戻ったみこしの宮入り行列を終えて神社に戻ったみこしの宮入り
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バケツリレーでの消火訓練を行う鬼木町の自主防災組織防災消防ヘリも飛来し、救助訓練を行った

大規模な災害に備えて避難体制を確認　人吉市総合防災訓練

防災クイズで防災についての知識を深める住民

　

発
生
が
予
測
で
き
な
い
地
震
災
害

に
備
え
て
、
10
月
20
日
に
人
吉
高
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
た
市
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
や

関
係
機
関
が
災
害
時
に
や
る
べ
き
こ

と
の
確
認
や
防
災
意
識
の
向
上
を
目

的
と
す
る
も
の
。
東
校
区
の
住
民
を

は
じ
め
、
自
衛
隊
や
消
防
、
医
療
機

関
な
ど
20
を
超
え
る
関
係
機
関
か
ら

約
千
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
運
営
訓
練
を
は
じ
め
、
情

報
伝
達
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
実
施
。
防
災
ク

イ
ズ
と
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
防

災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

分割されトレーラーで運ばれたＳＬ人吉足場を組んでの塗装作業

おかえりなさい、SL人吉！　ＳＬ人吉一般公開準備

組み立て、塗装を終えたＳＬ人吉はピカピカに！

　

今
年
３
月
に
運
行
を
終
え
て
現
役

引
退
し
た
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
、
10
月
１
・

２
日
に
人
吉
駅
前
広
場
駐
車
場
に
運

ば
れ
ま
し
た
。
市
で
は
Ｊ
Ｒ
九
州
か

ら
Ｓ
Ｌ
人
吉
を
無
償
で
譲
り
受
け
、

一
般
公
開
に
向
け
て
現
在
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
九
州
の
車

両
工
場
か
ら
分
割
し
て
運
ば
れ
た
Ｓ

Ｌ
人
吉
は
、
組
み
立
て
作
業
と
塗
装

作
業
を
終
え
、
10
月
半
ば
に
は
ピ
カ

ピ
カ
の
状
態
に
。
今
後
は
フ
ェ
ン
ス

と
仮
設
の
屋
根
を
設
置
し
、
11
月
17

日
に
は
お
披
露
目
式
典
を
予
定
。
Ｓ

Ｌ
人
吉
の
誕
生
日
で
あ
る
11
月
18
日

か
ら
一
般
公
開
し
ま
す
。

鹿児島空港直行バスで便利に！
つばめエアポートライナー運行

　

つ
ば
め
交
通
株
式
会
社
（
中
青
井

町
）
で
は
、
人
吉
市
内
と
鹿
児
島
空

港
を
結
ぶ
空
港
ア
ク
セ
ス
バ
ス
「
つ

ば
め
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
」
を
９

月
１
日
か
ら
実
証
運
行
し
て
い
ま

す
。こ
の
路
線
の
本
格
運
行
に
向
け
、

同
社
で
は
新
た
に
バ
ス
を
導
入
。
10

月
12
日
に
市
役
所
玄
関
前
で
お
披
露

目
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
は
飛
行
機

の
出
発
・
到
着
時
間
に
合
わ
せ
て
運

行
し
、
市
内
の
旅
館
前
に
停
留
所
を

設
置
す
る
な
ど
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で

使
う
人
の
利
便
性
を
追
求
。
予
約
が

あ
っ
た
と
き
だ
け
運
行
す
る
デ
マ
ン

ド
方
式
で
す
。

臨場感たっぷりに物語を発表する愛甲君

　

市
内
小
学
校
の
児
童
が
童
話
を
発

表
す
る
童
話
発
表
大
会
を
、
９
月
22

日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲

の
向
上
や
豊
か
な
表
現
力
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
市
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、
市
内
６
校
か
ら
14
人

が
出
場
。

　

内
容
・
表
現
力
・
態
度
を
総
合
的

に
審
査
し
た
結
果
、
東
日
本
大
震
災

で
の
少
年
の
体
験
を
描
い
た
『
あ
の

ひ
の
こ
と
』
を
発
表
し
た
人
吉
西
小

６
年
の
愛
甲
真ま

さ
き輝
君
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
愛
甲
君
は
「
表
現
の
練
習
に

力
を
入
れ
て
き
た
の
で
、
受
賞
で
き

て
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

豊かな表現力で物語伝える
第４回人吉市童話発表大会

黄色の車体に黒のラインが入った24人乗りの新型バス

まちの未来のために意見交わす
令和６年度「ひとよし未来カフェ」開催

　

松
岡
市
長
が
各
町
内
を
訪
れ
て
市

民
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
う
地
域
座
談

会
「
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ
」
を
今

年
度
も
始
め
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
10
月
19
日
に
中
神
町
字

大
柿
町
内
で
開
催
。
市
長
が
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
状
況
や
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

意
見
交
換
で
は
参
加
者
か
ら
同
町
内

に
計
画
さ
れ
て
い
る
遊
水
地
に
つ
い

て
の
質
問
な
ど
が
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
中
原
校
区
・
東
校
区
の
一

部
の
町
内
を
対
象
に
開
催
予
定
で

す
。
日
程
や
会
場
な
ど
は
対
象
町
内

の
回
覧
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

中神町字大柿町内では住民20人が参加

世界の恒久的平和を願う遺族

　

先
の
大
戦
で
命
を
落
と
し
た
戦
没

者
の
御み

た
ま霊
を
慰
霊
し
、
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
10
月
５
日

に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
令
和
６
年

度
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

戦
没
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た

後
、
松
岡
市
長
が
「
幸
せ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
人

吉
を
実
現
す
る
こ
と
を
誓
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
市
遺
族
会
会
長
の
才
尾
弘

太
郎
さ
ん
が
「
戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
が
多
い
今
日
、
先
の
大
戦
か
ら
学

ん
だ
多
く
の
教
訓
を
い
つ
ま
で
も
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に
語
り

継
ぐ
」
と
述
べ
、
参
列
し
た
遺
族
83

人
は
平
和
を
願
い
ま
し
た
。

平和の尊さを次世代に
令和６年度人吉市戦没者追悼式
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髙こ
う
や
ま山

洋よ
う
い
ち一

・
菊き

く
え江

下
林
町

地ぢ

げ下

修し
ゅ
う
い
ち一・

久ひ
さ
こ子

上
薩
摩
瀬
町

赤あ
か
い
け池

宗む
な
か
ず和

・
眞ま

ち

こ
知
子

中
林
町

岩い
わ
み見

征せ
い
じ治

・
通み

ち
こ子

蟹
作
町

中な
か
む
ら村

雅ま
さ
た
か孝
・
良り

ょ
う
こ子

上
薩
摩
瀬
町

川か
わ
う
ち内

賢け
ん
じ治
・
た
か
子こ

鶴
田
町

迫さ
こ
だ田

一か
ず
あ
き秋
・
万ま

ち

こ
智
子

井
ノ
口
町

川か
わ
う
ち内

敏と
し
つ
ぐ次
・
貴き

と

こ
登
子

上
原
町

佐さ
と
う藤

武た
け
ふ
み文

・
知ち

え

こ
英
子

井
ノ
口
町

坂さ
か
も
と本

克か
つ
ひ
こ彦

・
民た

み
こ子

願
成
寺
町

木き
む
ら村

裕ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
・
眞ま

さ
よ代

西
間
下
町

佐さ

た田

栄え
い
じ次

・
ゆ
み
子こ

上
戸
越
町

江え
が
み上

孝た
か
じ次

・
良り

ょ
う
こ子

城
本
町

横よ
こ
せ瀬

重し
げ
の
り德
・
夏な

つ
み美

鬼
木
町

村む
ら
か
み上

信し
ん
や也

・
洋よ

う
こ子

下
原
田
町

字
瓜
生
田

告つ
げ
も
と本

正ま
さ
ひ
ろ廣

・
節せ

つ
こ子

鶴
田
町

上う
え
む
ら村

義よ
し
あ
き昭

・
さ
な
え

上
漆
田
町

新し
ん
む
ら村

則の
り
ゆ
き幸

・
ひ
ろ
子こ

上
林
町

西に
し
も
ん門

幹み
き
ひ
ろ洋

・
郁い

く
こ子

下
原
田
町

字
西
門

谷た
に
が
わ川

俊と
し
お夫

・
と
も
子こ

瓦
屋
町

田た
じ
り尻

義よ
し
ま
さ正

・
德の

り
こ子

蟹
作
町

末す
え
つ
ぐ次

力ち
か
ら・

美み

よ代

城
本
町

一い
ち
は
し橋

國く
に
ひ
ろ葊

・
さ
つ
子こ

中
神
町
字
大
柿

北き
た
む
ら村

和か
ず
と人

・
洋よ

う
こ子

赤
池
原
町

木き
の
し
た下

和か
ず
お男
・
律り

つ
こ子

蓑
野
町

松ま
つ
も
と本

光み
つ
ゆ
き幸
・
ハ
ル
子こ

西
間
下
町

城し
ろ
も
と本

雄ゆ
う
じ二
・
良り

ょ
う
こ子

城
本
町

中な
か
む
ら村

彰あ
き
た
か孝
・
美み

え

こ
枝
子

瓦
屋
町

新し
ん
む
ら村

力ち
か
ら・

佳け
い
こ子

中
林
町

小こ
ま
た俣

眞し
ん
じ次

・
藤ふ

じ
こ子

大
工
町

尾お
ざ
き﨑

正ま
さ
ひ
ろ博

・
な
み
子こ

上
薩
摩
瀬
町

山や
ま
も
と本

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
・
シ
ゲ
子こ

上
戸
越
町

井い
も
と本

政ま
さ
た
か隆
・
和か

ず
こ子

下
林
町

宮み
や
は
ら原

健け
ん
じ二
・
由ゆ

み美

鬼
木
町

鶴つ
る
さ
き崎

勝ま
さ
る・
晴せ

い
こ子

下
原
田
町

字
荒
毛

林は
や
し

茂し
げ
る・
美み

ほ

こ
穗
子

中
神
町
字
城
本

今い
ま
さ
か坂

敏と
し
お夫

・
啓け

い
こ子

下
城
本
町

山や
ま
が賀

勝か
つ
ひ
こ彦

・
博ひ

ろ
こ子

西
間
下
町

山や
ま
だ田

覺さ
と
る・
義よ

し
こ子

大
野
町

田た
な
か中

哲さ
と
し・
惠え

み

こ
美
子

下
戸
越
町

立た
つ
の野

秋あ
き
と
し年
・
久く

み

こ
美
子

下
薩
摩
瀬
町

上う
え
む
ら村

富と
み
あ
き章
・
き
よ
み

上
漆
田
町

小お
や
ま山

勝か
つ
ゆ
き征

・
や
す
子こ

上
薩
摩
瀬
町

西に
し

ひ
で
き記

・
淳あ

つ
こ子

蓑
野
町

　結婚 50 周年を迎えた夫婦を祝う令和 6 年度　結婚 50 周年を迎えた夫婦を祝う令和 6 年度
人吉市金婚夫婦表彰式を、９月 27 日にホテル人吉市金婚夫婦表彰式を、９月 27 日にホテル
サン人吉で行いました。今年度の対象者は昭和サン人吉で行いました。今年度の対象者は昭和
49 年１月１日～ 12 月 31 日に結婚した夫婦で、49 年１月１日～ 12 月 31 日に結婚した夫婦で、
対象夫婦 45 組のうち 29 組が出席。松岡市長対象夫婦 45 組のうち 29 組が出席。松岡市長
から表彰を受けました。から表彰を受けました。
　出席者を代表し、髙山洋一さん、菊江さん夫　出席者を代表し、髙山洋一さん、菊江さん夫
婦が「戦後間もなく生まれ、平和な時代に妻と婦が「戦後間もなく生まれ、平和な時代に妻と
50 年連れ添えたのは幸せなこと。残りの人生50 年連れ添えたのは幸せなこと。残りの人生
を若い人の模範になるよう、夫婦ともに健康でを若い人の模範になるよう、夫婦ともに健康で
仲良く、時には反発もしながら生きていく」と仲良く、時には反発もしながら生きていく」と
あいさつ。あいさつ。
　９月 12 日には、第 66 回熊日金婚夫婦表彰　９月 12 日には、第 66 回熊日金婚夫婦表彰
の人吉市代表夫婦表彰式が市役所で行われ、城の人吉市代表夫婦表彰式が市役所で行われ、城
本雄二さん、良子さん夫婦に熊本日日新聞社の本雄二さん、良子さん夫婦に熊本日日新聞社の
取締役業務局長の毛利聖一さんから表彰状と記取締役業務局長の毛利聖一さんから表彰状と記
念品が贈られました。念品が贈られました。
　今年金婚を迎えられた夫婦のお名前を掲載　今年金婚を迎えられた夫婦のお名前を掲載
し、お祝い申し上げます。し、お祝い申し上げます。 ▲ 熊日金婚夫婦表彰夫婦表彰式に出席し出席し

た城本さん夫婦
▲人吉市金婚夫婦表彰式の様子

▲表彰式であいさつする髙山さん夫婦ん夫婦

地域が鉄道愛して肥薩線再生へ
『ローカル鉄道愛』を育む講演会

　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
再
生
に
向
け
て
機

運
を
高
め
よ
う
と
、「
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
愛
を
育
む
講
演
会
」
が
10
月
５
日

に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

肥
薩
線
の
復
旧
を
応
援
す
る
団
体

「
肥
薩
線
ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
」
の
小
澤
光

二
代
表
が
、
署
名
活
動
や
沿
線
の
美

化
作
業
な
ど
の
活
動
を
報
告
。
ロ
ー

カ
ル
線
再
生
請
負
人
と
し
て
知
ら
れ

る
大
井
川
鐵て

つ
ど
う道
株
式
会
社
の
鳥
塚
亮

あ
き
ら

社
長
が
講
演
し
、「
地
域
住
民
の
顔

が
見
え
る
活
動
を
し
て
い
れ
ば
追
い

風
が
吹
き
、必
ず
鉄
道
は
復
活
す
る
。

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
る
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

走って踊って全力プレー
人吉東小・中原小運動会

　

秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
６
日
に
、

人
吉
東
小
・
中
原
小
の
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
仲
間
や
保

護
者
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
リ
レ
ー

や
ダ
ン
ス
な
ど
練
習
し
て
き
た
成
果

を
披
露
。
競
技
ご
と
に
笑
顔
や
真
剣

な
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。

　

中
原
小
で
は
「
が
ん
ば
れ
わ
た
し

た
ち
！　

笑
顔
を
み
ん
な
に
届
け
よ

う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
赤
団

と
白
団
が
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
優
勝
し
た
白
団
の
立
山

朝
陽
団
長
は
「
み
ん
な
が
元
気
に
笑

顔
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
最
高
の

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

親子の絆を感じて笑顔でゴールする中原小の親子競技

鉄道は夢と希望を乗せて走っていると語る鳥塚社長

『五木の子守唄』など市民になじみ深い曲も披露

　

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
に
取
り
組

む
人
吉
市
民
に
音
楽
を
通
し
て
エ
ー

ル
を
送
ろ
う
と
、
崇
城
大
（
熊
本
市

西
区
）
の
学
生
が
９
月
29
日
に
市
役

所
で
人
吉
復
興
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う

同
大
の
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
音
楽
経
験
者
が
集
ま
り

演
奏
。
約
80
人
の
観
客
の
前
で
、
映

画
の
主
題
歌
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
14

曲
を
披
露
し
、
訪
れ
た
人
は
す
て
き

な
音
色
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

鑑
賞
し
た
小
川
理
恵
さ
ん
は
「
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
演
奏
だ
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

すてきな音色が市役所に響く
人吉復興ミュージックコンサート

石垣から人吉城の歴史知って
人吉城跡石垣修理工事現地説明会

　

人
吉
城
跡
の
御み

た
ち
あ
と

館
跡
西
側
石
垣
の

形
状
が
変
化
し
崩
落
の
危
険
が
あ
る

た
め
、
市
で
は
修
理
工
事
を
し
て
い

ま
す
。
修
理
の
進
行
状
況
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
９
月
29
日
人
吉
城

跡
で
行
い
、
家
族
連
れ
や
歴
史
好
き

な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
市
の
学
芸
員
か
ら
工

事
に
至
っ
た
経
緯
や
分
か
っ
た
歴
史

的
事
実
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

石
詰
め
を
体
験
。
石
垣
の
水
は
け
を

良
く
す
る
栗ぐ

り
い
し石
に
墨
で
名
前
や
好
き

な
言
葉
を
書
い
て
、
専
用
の
道
具
で

石
を
叩
い
て
固
定
し
ま
し
た
。
工
事

は
令
和
７
年
３
月
に
完
了
予
定
で

す
。

石垣が膨らんでいる様子を見学した参加者
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復
旧
復
興
状
況

避難路整備工事が始まりました

　市では、復興まちづくり計画に掲げる「安全で災
害に負けないまちづくり」の一環として、市内各地
から近くの指定避難所などへ避難しやすくするた
め、道路の幅を広げる避難路整備事業を進めていま
す。同事業は市内 22 カ所で予定していますが、初
めての工事となる市道「温泉町地内第１号線」の着
工に向け、10 月７日に温泉町で安全祈願祭を行い
ました。
　神事で工事の安全を祈った後、松岡市長は「今回
の工事は避難路整備の第１号で、安全安心なまちづ
くりに向け、避難を確実にするための重要な一歩と
なる」とあいさつしました。
　残り 21 カ所についても順次着工し、令和 16 年
度までに全ての路線の工事完了を目指します。

問合せ　市道路河川課建設係（☎２２－２１１１　内線２２４４）

▲

 祈願祭には施工者の
有限会社ウエダ建設
や地元町内会などが
出席

▲  工事の無事や安全を
祈って砂山の草を刈
り取る松岡市長

温泉町地内第１号線

温泉町地内第１号線
（温泉町みんなの家付近）

相良薩摩瀬第２号線
（西松屋人吉店付近）

宝来村山線
（エディオン人吉レックス付近）

矢黒下戸越線
（国道 219 号～矢黒町付近）

整備予定の道路（一部抜粋） （令和６年 10 月現在）

翠嵐楼翠嵐楼

球磨川

工事区間工事区間
113 メートル113 メートル

温泉町温泉町
みんなの家みんなの家

市道薩摩瀬湯の本線

市道薩摩瀬湯の本線

　温泉町の工事区間は 113㍍。現
在の幅 2.2㍍の道路を５㍍に広げる
ことで、同町から指定避難所のス
ポーツパレスや第二中へ移動しやす
くなります。工事は今年度中の完成
を予定しています。

　市内６町内では、ごみの減量や資源の循環利用、温室効果ガスの削減
のため、これまで燃えるごみだったプラスチック類を資源ごみとして収
集するモデル事業に９月から取り組んでいます。

対象町内（全６校区から１町内ずつ選出）

●鬼木町　　●瓦屋町
●西間下町　●東漆田町
●上戸越町　●中林町

６町内以外の町内は対象ではありません

プラごみの収集量

　プラスチック類は毎週水曜の「資源ごみの日」
に収集していますが、モデル町内の皆さんの協力
で収集量が増えてきています。

※詳しくは市ホームページをご覧ください。

プラスチック類として収集できない紙の混入

最近は紙製のカップが増
えています。表示をよく
確認してください。

「資源ごみ」へ

ボトル部分

ふた部分は紙素材の
場合もあります。 「燃えるごみ」へ

資源ごみ袋として使えない袋でのごみ出し

乳白色のレジ袋は、中身が見えな
いため使えません。

45㍑以下の透明か半透明で中身が確認
できる袋で出してください。

そのほかの注意点
・発火性のある電池式や充電式の物は、集積所に出せません。
・事業所から出るごみは、集積所に出せません。

ふたやラベルが付いたままのペットボトル

　今回のモデル事業に限らず、ふたやラベ
ルが付いたままのペットボトルが多く見ら
れます。ふたやラベルは必ずボトル部分と
分けてください。

問合せ　市環境課廃棄物対策係（☎２２－２１１１　内線２０７３）

収集日 ９/４ ９/11 ９/18 ９/25 合計

収集量
（㌔） 400 500 610 570 2,080

モデル事業を

実施中！

よくある間違い

モデル６町内
「資源ごみ」へ
モデル町内以外
「燃えるごみ」へ

ふたやラベル

▲

 市ホーム
ページ
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用語説明➋

用語説明➊

民生費… 子どもや高齢者などの福祉サービスに使う
お金

土木費… 道路や橋、河川、公営住宅などの整備や維
持管理に使うお金

総務費… 庁舎の維持管理、税の徴収、地域振興、選
挙など、市の全般的な運営管理に使うお金

公債費…市の借金(市債)を返済するお金
教育費… 小・中学校の管理運営や生涯学習の推進な

どに使うお金
災害復旧費… 令和２年７月豪雨などの災害復旧に使

うお金
衛生費…健康診断やごみ処理などに使うお金
商工費… 商工業や観光の振興、企業誘致などに使う

お金
消防費… 消防組合への負担金や消防団の運営など、

防災活動に使うお金 
農林水産業費…農業・林業の振興のために使うお金

自主財源…… 市町村が自ら確保できる財源。歳入全
体に占める割合が高いほど財政の安定
性が増す

依存財源…… 国や県の意思決定に基づいて配分され
る財源

市税………… 市民税・固定資産税・軽自動車税など、
市民や事業所から納められる税金

国庫支出金… 特定の事業を行うため国から交付され
るお金

地方交付税… どの自治体でも一定の行政サービスを
提供できるように、国が自治体の財政
状況に応じて配分するお金

市債………… 公共事業などの財源として借り入れる
お金

県支出金…… 特定の事業を行うため県から交付され
るお金

人吉市の
財政事情�を
お知らせします

令和５年度普通会計の決算報告

　人吉市の令和５年度の決算がまとまりました。市にど
のくらいのお金が入ってきて、どのように使ったのか、
普通会計（一般会計に人吉球磨地域交通体系整備特別会
計と公共用地先行取得事業特別会計を加えたもの）の財
政状況を報告します。令和５年度決算は市議会の決算特
別委員会で審議されます。

問合せ　市財政課財政係（☎２２−２１１１　内線３２２４）

265億
6,458万４千円

歳�入

251億
9,534万円

歳�出

市税（14.1％）市税（14.1％）
37億5,760万１千円37億5,760万１千円

その他（12.3％）その他（12.3％）
32億6,545万１千円32億6,545万１千円

地方交付税（23.0％）
60億9,792万３千円

国庫支出金（24.2％）国庫支出金（24.2％）
64億3,017万１千円64億3,017万１千円

市債（13.3％）市債（13.3％）
35億4,654万２千円35億4,654万２千円

県支出金（8.9％）
23億5,400万９千円

その他（4.2％）その他（4.2％）
11億1,288万７千円11億1,288万７千円

民生費（30.1％）民生費（30.1％）
75億7,509万７千円75億7,509万７千円

総務費（16.2％）総務費（16.2％）
40億7,181万円40億7,181万円

土木費（20.2％）
50億8,507万８千円

公債費（9.7％）
24億3,251万４千円

教育費（5.0％）教育費（5.0％）
12億5,896万９千円12億5,896万９千円

衛生費（4.6％）衛生費（4.6％）
11億7,047万円11億7,047万円

災害復旧費（4.8％）災害復旧費（4.8％）
12億1,377万３千円12億1,377万３千円

消防費（2.2％）消防費（2.2％）
５億5,248万５千円５億5,248万５千円

商工費（4.6％）商工費（4.6％）
11億6,064万９千円11億6,064万９千円

農林水産業費（1.9％）農林水産業費（1.9％）
４億9,037万５千円４億9,037万５千円

その他（0.7％）その他（0.7％）
１億8,412万円１億8,412万円

自主財源（
26.4％

）

依存財源（73.6％）

令和５年度決算状況
　令和５年度普通会計歳入額は 265 億 6,458 万４千円で、前年に比べ 36 億 4,703 万９千円増えました。歳出額
は 251 億 9,534 万円で、前年度より 34 億 1,512 万４千円増えました。
　歳入歳出差引額は 13 億 6,924 万４千円のプラスで、前年に比べ２億 3,191 万５千円増えました。

　令和２年７月豪雨で被災した人たちの恒久的な
住まいとなる災害公営住宅が相良町に完成しまし
た。

事業費�25億7,953万２千円
災害公営住宅整備事業

　市役所１階に証明書交付機の設置、コンビニ交
付サービスの拡充、市公式LINEの機能拡充など
を行いました。

事業費�4,067万８千円
スマートシティ推進事業

　ひとよし地域応援クーポン券の配布や、LPガス
使用世帯支援補助金の交付、畜産農家や医療機関、
福祉施設、貨物運送事業者への支援を行いました。

事業費�５億362万６千円
物価等高騰対策事業

　令和２年７月豪雨で被災した西瀬コミセンの復
旧工事を行いました。

社会教育施設災害復旧事業（西瀬コミセン）
事業費�２億9,964万８千円

令和５年度の��主な事業

　歳入では、市税、国庫支出金、繰越金、市債など
が増え、地方交付税、県支出金、繰入金などが減り
ました。
　市税は、個人市民税や固定資産税（家屋）などが
増え、前年に比べ約 9,298 万４千円の増収でした。
　県支出金は、農地など災害復旧事業費補助金の減
少や、災害廃棄物処理基金補助金の終了などで減り
ました。
　市の自主財源（市税や使用料、手数料など市が自
主的に確保できる財源）は歳入全体の約 26.4％し
かなく、依然として国からの地方交付税などの依存
財源に頼っている状況です。

歳入（入ってきたお金）

　歳出では、前年に比べ総務費、商工費、土木費な
どが増え、衛生費、消防費、災害復旧費などが減り
ました。
　総務費は、くま川鉄道災害復旧資金貸付金などが
増え、前年に比べ約４億 8,947 万９千円増加しま
した。
　商工費は、物価高騰対策として、ひとよし地域応
援クーポン券事業を行ったことなどで増え、前年に
比べ約３億 2,342 万４千円増加しました。
　土木費は、相良町災害公営住宅の完成や避難路整
備事業、市街地復興事業などのため、前年に比べ約
31 億 5,513 万９千円増加しました。

歳出（使ったお金）
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情　報
ひろば

　

内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

12
月
定
例
市
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
議
会
で
は
、
議
会
活
動
や
市

政
の
方
向
性
が
分
か
る
本
会
議
の

様
子
を
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信

し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
の
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
、
各
コ
ミ
セ
ン
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
利
用
状
況
に
よ
っ

て
は
コ
ミ
セ
ン
で
視
聴
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
日
程
（
予
定
）

◎
11
月
25
日
㈪　

開
会
・
提
案
理

由
説
明

◎
12
月
３
日
㈫
～
５
日
㈭　

一
般

質
問

◎
12
月
17
日
㈫　

委
員
長
報
告
・

採
決
・
閉
会

※
日
程
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

時
間　

原
則
午
前
10
時
～

場
所　

市
役
所
４
階
議
場

傍
聴
方
法　

傍
聴
席
入
口
に
あ
る

用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
（
団
体
の

場
合
は
団
体
名
・
人
数
）
を
記
入

し
、
備
え
付
け
の
箱
に
投と
う
か
ん函

し
て

入
室
し
て
く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
時
に
事
前
の
許
可
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー

（
正
面
玄
関
入
っ
て
右
）
で
も
議

会
中
継
を
視
聴
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
［
傍
聴
に
つ
い
て
］
市

議
会
事
務
局
、［
コ
ミ
セ
ン
で
の

視
聴
に
つ
い
て
］
市
社
会
教
育
課▲ 議会情報

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、

控
除
申
告
を
す
る
と
き
は
１
年
間

に
納
付
（
見
込
み
を
含
む
）
し
た

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
１
年
間
の

納
付
額
を
証
明
す
る
は
が
き
が
送

ら
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
と
き
に
必
要
で
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◇�

令
和
６
年
１
月
１
日
～
９
月
30

日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人

　

➡
11
月
上
旬
に
送
付

◇�

令
和
６
年
10
月
１
日
～
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人

　

➡
令
和
７
年
２
月
上
旬
に
送
付

　

世
帯
主
や
配
偶
者
が
家
族
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

も
、
そ
の
全
額
が
納
付
し
た
人
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ　

日
本
年
金
機
構
年
金
加

入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐

０
０
３
‐
０
０
４
）

11
月
は
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
で
す

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

児
童
扶
養
手
当

11
月
支
払
い
分
を
振
り
込
み
ま
す

　

児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
増
加

し
て
い
て
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪

わ
れ
る
重
大
な
事
件
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
関
わ

り
、
解
決
す
る
べ
き
問
題
で
す
。

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
と
き
は
、

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
11
月
15
日
㈮
の
午
後

７
～
10
時
に
、
水
の
手
橋
を
取
り

組
み
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

問
合
せ　

市
こ
ど
も
未
来
課
子
育

て
応
援
係

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
、
買
売
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

暴
力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
決

し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

11
月
12

～
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

市
で
は
、
11
月
12
日
㈫
の
午
後

７
～
10
時
に
、
水
の
手
橋
を
運
動

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ

ボ
ン
に
ち
な
ん
で
紫
色
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

11
月
支
払
い
分
（
９
・
10
月
分
）

の
児
童
扶
養
手
当
（
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
と

自
立
を
助
け
る
手
当
）
は
、
11
月

11
日
㈪
に
指
定
の
金
融
機
関
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。
現
況
届
を

提
出
し
て
い
な
い
人
な
ど
は
支
払

い
が
で
き
ま
せ
ん
。
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど

も
福
祉
係

問
合
せ　

市
こ
ど
も
未
来
課
子
育

て
応
援
係

　人吉市、鹿児島県伊佐市、鹿児島県湧
ゆうすい

水町
ちょう

、宮崎県えびの市の
対象施設でキャンペーンのポスターを見つけて応募※すると、特
産品や商品券などの豪華プレゼントが当たる「ぐるっとおでかけ
特産品プレゼントキャンペーン」を開催しています。４自治体で
構成する九州南部「川と森」の県際交流推進会議が、各市町の発
展と地域の振興を図ることを目的に主催するものです。

※ 応募にはスマートフォンなどでポスターの２次元コードを読み
取る必要があります。

特産品プレゼント特産品プレゼント
キャンペーン開催中キャンペーン開催中

問合せ　九州南部「川と森」の県際交流推進会議（市復興支援課　☎２２−２１１１　内線３１１５）

　「人吉球磨総合美展」を 10 月 19 ～ 24 日にスポーツパレスで開催しました。絵画・
デザイン・彫刻・書道・工芸・写真の６部門に市内外から 160 点の出品がありました。
　大賞と主催者賞を受賞した作品を紹介します。（敬称略）

▲会場の様子

【写真】
心頭滅却

日
ひ あ て

當 國
くにちか

親（八代市）

「日本三大火祭りの１つ、大
だ い ぜ ん じ

善寺玉
たまたれぐう

垂宮
（福岡県）の「鬼

お に よ

夜」の写真です。６つ
の大たいまつの中から１つに絞り、でき
るだけ近寄って撮影。炎の明るさを利用
して顔が写るようにし、人の無念無想の
状態を収めることができました。これか
らも写真を通して地域の魅力を発信して
いきたいです」

人吉市教育委員会賞

【絵画】
夜桜

中園 末
すえあき

明（愛知県）

【書道】
談
だんげんかんみょう

玄 観 妙
濱田 道子

（下原田町
字荒毛）

人吉美術協会賞熊日賞

【工芸】
ホールスツール

鍬
くわのえ

柄 伸之介
（八代市）

大賞
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山
火
事
に
ご
用
心
！

　

毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
発
生

し
て
い
る
山
火
事
の
原
因
の
多
く

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
り
扱

い
の
不
注
意
で
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落

葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な

　町内会以外の団体（事業所など）や個人で申し込んだ人は、代
金引き換えで受け取ってください。町内会を通じて申し込まれた
分は、町内会長にまとめて渡します。

販売期間　～ 12月25日（水）※土・日曜、祝日を除く
時間　午前８時30分～午後５時
場所　市秘書課広報統計係（市役所３階３－１番窓口）
価格　１冊＝690円（税込み）
※ 事前に申し込んでいなかった人も購入できます。希望する人は

早めにお問い合わせください。

問合せ 市秘書課広報統計係（☎２２－２１１１　内線３１４１）

　令和７年度の保育所、認定こども園、幼稚園への入
所申込の受け付けを開始します。入所を希望する人は、
申込書に必要書類を添えて入所を希望する保育所、認
定こども園、幼稚園に提出してください。
　申込書は各保育所、認定こども園、幼稚園、市こど
も未来課（市役所１階７番窓口）にあります。添付書
類は申請理由などで異なりますので、入所申込の手引
きをご覧ください。

問合せ　市こども未来課こども福祉係
　　　　（☎２２－２１１１　内線１２５４・１２５５）

申込期限　12月20日（金）

【市内認定こども園】

園名
定員

所在地 電話番号
1号 ２・３号

あいだこども園 15 80 東間上町2789 22-4542

泉田こども園 15 75 北泉田町223-1 22-5846

さざなみ保育園 15 85 下戸越町1632-1 22-5519

せん月保育園 10 20 矢黒町1602-1 24-3292

中原こども園 25 90 下原田町1168 22-5795

人吉こども園 25 70 願成寺町956 22-2864

人吉乳児保育園 15 75 田町34-1 22-3951

おこばこども園 15 40 上漆田町3453 23-0504

青井幼稚園 15 45 上青井町117-2 22-4795

人吉中央幼稚園 25 30 南泉田町99 22-2695

認定こども園１号　各園で設定
認定こども園２・３号
基本：月～土曜　午前７時～午後６時
延長保育：平日　午後７時まで
※施設によって異なる場合があります。

保育時間

11
月
11
日
～
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間
で
す

　

11
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰
の
１
週

間
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ

税
の
必
要
性
や
役
割
（
使
い
道
）

に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
で
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
向
か
っ
て
」。
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
特

設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各

種
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
身
近
な
税
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
税
務
課
諸
税
係

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
で
税
務
署
に

行
か
ず
手
続
き
が
で
き
ま
す

　

国
税
当
局
で
は
、
納
税
者
の
皆

さ
ん
が
日
常
使
い
慣
れ
た
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

か
ら
簡
単
・
便
利
に
手
続
き
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
構
築

し
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税

務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ｅイ
ー

‐
Ｔタ

ッ
ク
ス

ａ
ｘ
の
利
用
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
の
納
付
手
続
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
税
務
相
談
な
ど
、
税

務
署
に
出
向
く
こ
と
な
く
手
続
き

▲ 詳しくは
こちら

人
吉
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
定
の
住
民
説
明
会

　

県
で
は
、
平
成
16
年
に
人
吉
地

区
の
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針

を
定
め
た
「
人
吉
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
策
定
後
の
人
口
減
少
、

高
齢
社
会
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
同
計
画
の
改
定

を
進
め
て
い
て
、
作
成
し
た
素
案

の
住
民
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

期
日　

11
月
28
日
㈭

時
間　

午
後
７
時
か
ら
（
２
時
間

程
度
）

場
所　

市
役
所
３
階
３
０
１
会
議

室問
合
せ　

県
県
南
広
域
本
部
土
木

部
技
術
管
理
課
（
☎
０
９
６
５
‐

33
‐
４
１
８
２
）

職
員
が
窓
口
利
用
を

体
験
す
る
調
査
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
※
を
進

め
る
た
め
利
用
者
目
線
で
窓
口
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
市
役
所
１
階
の
窓

口
を
対
象
と
し
た
「
窓
口
利
用
体

験
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
職
員
が
利
用

者
（
市
民
）
に
な
り
き
っ
て
実
際

に
窓
口
で
手
続
き
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
手
続
き
を
す
る
市
民
側
と

事
務
処
理
を
す
る
職
員
側
の
課
題

や
改
善
点
を
探
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
調
査
当
日
は
、
ビ

ブ
ス
を
着
用
し
た
職
員
が
窓
口
で

手
続
き
を
行
い
、
そ
の
様
子
を
記

録
・
撮
影
し
ま
す
。

　

通
常
ど
お
り
窓
口
は
利
用
で
き

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
日
時　

11
月
19
日
㈫　

午
前

９
時
～
正
午
（
予
定
）

問
合
せ　

市
行
財
政
改
革
課
行
財

政
改
革
係

る
と
、
強
風
な
ど
で
た
き
火
が
燃

え
移
り
、
山
火
事
発
生
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
森

林
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
防
災
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

枯
草
が
あ
る
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い

② 

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
や
火
入
れ
を
し
な
い

③ 

火
入
れ
を
行
う
と
き
は
、
市
農

林
整
備
課
に
許
可
を
取
り
十
分

な
実
施
体
制
を
と
る

④ 

た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

吸
い
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
し
投

げ
捨
て
な
い

問
合
せ　

市
農
林
整
備
課
林
務
係

緊
急
地
震
速
報
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

　

11
月
５
日
㈫
に
、
全
国
的
な
緊

急
地
震
速
報
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。
当
日
は
、
午
前
10
時
ご
ろ
に

防
災
行
政
無
線
か
ら
訓
練
放
送
し

ま
す
。

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
な
ど

で
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

訓
練
放
送
内
容

　
（
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
人
吉
市
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
」

緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
人
吉
市
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
」

　
（
チ
ャ
イ
ム
）

問
合
せ　

市
防
災
課
防
災
係

が
で
き
る
ツ
ー
ル
の
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
税
務
署
（
☎
23
‐

２
３
１
１
）

【市内認可保育所・昼間】
園名 定員 所在地 電話番号

こばと保育園 100 瓦屋町1776-1 24-4152

善隣保育園 50 瓦屋町1106 22-3573

林保育園 60 下林町271-4 22-5891

蓬
ほうらい

莱保育園 80 土手町５ 22-2458

ひまわり保育園 90 瓦屋町1848 23-5396

基本：月～土曜　午前７時～午後６時
延長保育：平日　午後７時まで

保育時間

【市内認可保育所・夜間】
園名 定員 所在地 電話番号

ひまわり保育園 20 瓦屋町1848 23-5396

基本：月～土曜　午前11時～午後10時
延長保育：月～土曜　午前７～ 11時

保育時間

【市内幼稚園】

園名
定員

所在地 電話番号
1号 ２・３号

人吉幼稚園 60 ― 寺町７ 22-2988

基本：月～金曜　午前７時30分～午後２時30分
延長保育：平日　午後６時まで

保育時間

※ 

Ｄ
Ｘ
…
…
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
語
。
デ
ジ

タ
ル
に
よ
る
変
革
、
進
化
し
た
Ｉ
Ｔ

技
術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
生
活
や

ビ
ジ
ネ
ス
を
変
革
す
る
こ
と
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Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥

12
月
の
案
内

　

認
知
症
カ
フ
ェ
「
Ｄ
カ
フ
ェ
青

い
鳥
」
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
、
地
域
住
民
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
気
軽
に

集
い
、
交
流
や
情
報
共
有
が
で
き

る
憩
い
の
場
で
す
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
11
日
㈬

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

二
条
橋
い
こ
い
の
家
（
上

青
井
町
１
８
１
番
地
）

参
加
費　

１
人
１
０
０
円

問
合
せ　

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥
（
☎

22
‐
３
４
９
３
）

う
ぉ
～
む
は
あ
と

12
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
～
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

４
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

11
日
㈬　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

18
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

19
日
㈭　

子
育
て
講
座
「
バ
レ
ト

11
月
10
日
～
12
月
10
日
は

熊
本
県
人
権
月
間
で
す

　

人
権
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
考

え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
人
権

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、
熊
本
県
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、
パ
ネ
ル

展
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
、

整備した備品

宝来町
折り畳みテーブル・座卓、発
電機、テレビ、拡声器、マイク、
物置、炊飯器、掃除機

鶴田町 折り畳みテーブル・座卓、パ
イプ椅子、物置

下原田町
字嵯峨里

テント、複合機、パソコン、
液晶モニター、エアコン

問合せ　市地域コミュニティ課自治支援係
　　　　（☎２２－２１１１　内線１０６２）

　地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に
役立つことを目的としたコミュニティ助成事
業を活用して、宝くじ助成金で宝来町内会、
鶴田町内会、下原田町字嵯峨里町内会が備品
を整備しました。
　コミュニティ助成事業とは、宝くじの受託
事業収入を財源に一般財団法人自治総合セン
ターが助成するもので、今後の町内会活動の
ますますの活性化が期待されます。

▲ 物置（宝来）

▲ 折り畳みテーブル、
パイプ椅子（鶴田）

▲ 複合機（嵯峨里）

広
域
行
政
組
合
入
札
参
加
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　

令
和
７
・
８
年
度
に
人
吉
球
磨

広
域
行
政
組
合
が
発
注
す
る
建
設

工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
物
品
調
達
に
つ
い
て
の
入

札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
総
務
課
総
務
係
（
〒
８
６
８
‐

０
０
８
５　

人
吉
市
中
神
町
字
城

本
１
３
４
８
番
地
１
）

提
出
方
法　

原
則
郵
送
だ
け

提
出
期
間　

令
和
７
年
１
月
４
日

㈯
～
２
月
３
日
㈪
※
当
日
消
印
有

効
　

申
請
様
式
な
ど
詳
し
く
は
人
吉

球
磨
広
域
行
政
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
（
☎
23
‐
３
０
８
０
）

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
始
め
ま
し
た

　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
の
取
り

組
み
や
防
火
・
防
災
に
つ
い
て
の

情
報
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
同
組
合
で
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
開
設
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
「
い

い
ね
！
」
や
ア
カ
ウ
ン
ト
の
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

総
務
課
（
☎
22
‐
５
２
４
１
）

　市内の各校区公民館（コミセン）では、毎年大人向
けと子ども向けの生涯学習講座を開いています。同講
座の内容をより良くし、市民の皆さんのニーズに合っ
たものとするため、アンケート調査を実施しています。
回答期限　11 月 30 日（土）
回答方法　各コミセンか市社会教育課（市
役所４階４－２番窓口）に備え付けの用紙
に記入して回収箱に入れるか、次の２次元
コードを読み取って回答してください。

問合せ　市社会教育課生涯学習係
　　　　（☎２２－２１１１　内線４０２１）

▲ Google
フォーム

研
修
会
な
ど
、
人
権
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
県
内
各

地
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
人
権
同
和
政
策

課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
９
９
）

▲ 詳しくは
こちら

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
を
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
例
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

期
日　

11
月
27
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　

市
役
所
３
階
３
０
１
会
議

室

き
じ
う
ま
コ
イ
ン��

プ
レ
ミ
ア
ム

ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
２
弾

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

チ
ャ
ー
ジ
し
た
金
額
の
1
０
０
％

を
き
じ
う
ま
コ
イ
ン
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
進
呈
し
ま
す
。

進
呈
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
上
限
額

１
人
当
た
り
５
千
円

（
例
） 

５
千
円
チ
ャ
ー
ジ
し
た
場

合
→
５
千
円
の
プ
レ
ミ
ア

ム
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

（
例
） 

千
円
チ
ャ
ー
ジ
し
た
場
合

→
千
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ

イ
ン
ト
を
付
与

対
象
チ
ャ
ー
ジ
期
間　

～
12
月
10

日
㈫

付
与
ポ
イ
ン
ト
有
効
期
限　

令
和

７
年
１
月
31
日
㈮

チ
ャ
ー
ジ
場
所　

市
役
所
１
階
、

イ
ス
ミ
本
店
（
九
日
町
）、
サ
ン

ロ
ー
ド
瓦
屋
店
、
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）

※
予
算
に
達
し
次
第
、
終
了
し
ま

す
。

問
合
せ　

き
じ
馬
ス
タ
ン
プ
協
同

組
合
（
☎
22
‐
２
２
５
４
）、
市

商
工
観
光
課
商
工
係

問
合
せ　

市
学
校
教
育
課
総
務
係

ン
①
」、
講
師
：
荒
川
美
紀
さ
ん
、

場
所
：
い
こ
い
の
家
さ
ざ
な
み

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
～
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ

人
吉　

秋
の
無
料
体
験
教
室

　

会
員
制
の
地
域
密
着
型
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー

リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
で
は
、
秋

の
無
料
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

催
し
ま
す
。
11
月
中
は
全
て
の
教

室
を
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

種
類

〇
は
じ
め
て
の
テ
ニ
ス
教
室

〇
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

〇
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

〇
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

〇
は
じ
め
て
の
お
茶
（
裏
千
家
）

〇
は
じ
め
て
の
い
け
ば
な（
池
坊
）

〇
や
さ
し
い
い
け
ば
な（
小
原
流
）

参
加
方
法　

各
教
室
の
活
動
日
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
は
じ
め

て
の
お
茶
、
は
じ
め
て
の
い
け
ば

な
、
や
さ
し
い
い
け
ば
な
は
事
前

に
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
活
動
日
や
場
所
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

カ
ル
ヴ
ァ
ー 

リ
ョ
・

ラ
ッ
ソ
人
吉
事
務
局
（
市
社
会
教

育
課
内
）

講
　
座

▲ 市ホーム
ページ

プ
ロ
に
学
ぶ

愛
犬
の
し
つ
け
教
室

　

愛
犬
の
無
駄
ぼ
え
、跳
び
つ
き
、

甘
が
み
な
ど
の
問
題
行
動
に
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？　

プ
ロ
の
訓
練

士
か
ら
し
つ
け
方
の
こ
つ
を
学
ん

で
、
楽
し
い
愛
犬
ラ
イ
フ
を
！

内
容　

し
つ
け
の
基
本
、
服
従
訓

練
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
犬
に
よ

る
模
擬
訓
練

期
日　

11
月
17
日
㈰
※
少
雨
決
行

時
間　

午
前
10
時
～
正
午
（
受
付

午
前
９
時
30
分
～
）　

場
所　

球
磨
地
域
振
興
局
駐
車
場

（
西
間
下
町
86
番
地
１
）

講
師　

人
吉
警
察
犬
訓
練
所　
　

開か
い
だ田

宏
さ
ん

参
加
費　

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
合
せ　

県
人
吉
保

健
所
衛
生
環
境
課
（
☎
22
‐

３
１
０
８
）

▲ きじコホー
ムページ
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お
し
ご
と
出
張
相
談
会

in
人
吉
球
磨
（
要
予
約
）

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ
で
は
、
求
職
中
の
皆
さ

ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添

い
、「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
応
援
す
る
た
め
、
出
張
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

15
～
49
歳
の
求
職
者
と

そ
の
家
族

期
日

①
11
月
５
日
㈫　

②
11
月
12
日
㈫

③
11
月
13
日
㈬　

④
11
月
14
日
㈭

⑤
11
月
15
日
㈮　

⑥
11
月
19
日
㈫

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
※
要
予
約　

場
所　

①
・
⑥
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球

磨
会
議
室
（
下
薩
摩
瀬
町
）

②
人
吉
市
役
所
相
談
室

③
あ
さ
ぎ
り
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
）

④
湯
前
町
役
場
相
談
室
（
球
磨
郡

湯
前
町
）

⑤
球
磨
地
域
振
興
局

申
込
・
問
合
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
（
☎

０
９
６
５
‐
37
‐
８
７
３
９
）

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口
・

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
相
談
無
料
）

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン

チ
で
は
、
人
吉
・
球
磨
地
域
の
人

材
確
保
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
事

業
所
と
求
職
中
の
皆
さ
ん
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
応
募
書
類
作
成

方
法
や
就
労
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

▲ 詳しくは
こちら

▲ 詳しくは
こちら

だ
さ
い
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

対
象
者　

求
職
・
転
職
希
望
者
や

そ
の
家
族
、
学
校
の
先
生
、
採
用

活
動
中
の
事
業
所
な
ど
。
年
齢
制

限
な
し
。

日
時　

平
日
（
祝
日
除
く
）
午
前

10
時
～
午
後
５
時

場
所　

県
球
磨
地
域
振
興
局
3
階

出
張
相
談
会

期
日　

①
11
月
13
日
㈬

②
11
月
15
日
㈮

③
11
月
20
日
㈬

④
11
月
28
日
㈭

時
間　

午
後
１
～
４
時
（
②
は
午

後
１
時
15
分
～
）

場
所　

①
湯
前
町
役
場
相
談
室

（
球
磨
郡
湯
前
町
）

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
会
議
室

（
下
薩
摩
瀬
町
）

③
あ
さ
ぎ
り
町
ポ
ッ
ポ
ー
館
２
階

和
洋
室
（
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
）

④
多
良
木
町
多
目
的
セ
ン
タ
ー

（
球
磨
郡
多
良
木
町
）

申
込
・
問
合
せ　

ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
（
☎
22
‐

０
５
５
５
）

相
　
談

事
業
承
継
相
談
会

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
一
般
試
験
）
募
集

　

後
継
者
問
題
に
悩
む
事
業
者
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
を
行
う
相

談
会
で
す
。
国
が
実
施
す
る
事
業

で
、
熊
本
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
務
に
精
通
し

た
専
門
家
が
秘
密
厳
守
で
相
談
を

受
け
ま
す
。
後
継
者
が
決
ま
っ
て

い
る
事
業
者
も
相
談
で
き
ま
す
。

※
完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
15
日
㈮

時
間　

①
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
　
　

②
午
後
１
時
～
２
時
30
分

　
　
　

③
午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所　

市
役
所
２
階
相
談
室

申
込
・
問
合
せ　

市
商
工
観
光
課

商
工
係

応
募
資
格　

令
和
６
年
４
月
１
日

現
在
で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
（
中
卒
、
中
卒
見
込
み
含
む
）

応
募
期
限　

令
和
７
年
１
月
16
日

㈭
（
必
着
）

試
験
期
日　

令
和
７
年
１
月
25
日

㈯

募
　
集

▲ 詳しくは
こちら

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座
」
で

子
育
て
力
ア
ッ
プ
！

　

子
育
て
中
の
家
族
の
た
め
の
講

座
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

テ
ー
マ　

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し

く
す
る
た
め
に

講
師　

人
吉
球
磨
地
域
療
育
セ
ン

タ
ー　

椎
葉
浩
太
郎
さ
ん

期
日　

11
月
24
日
㈰　

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
棟

２
階
）

対
象
者　

０
～
３
歳
の
乳
幼
児
を

持
つ
家
族

定
員　

６
組
程
度
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

11
月
19
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

第
20
回
球
磨
人
吉
地
域

合
同
断
酒
大
会

　

お
酒
を
や
め
た
い
人
や
そ
の
家

族
の
体
験
談
・
医
師
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　

12
月
８
日
㈰

時
間　

午
後
１
～
４
時

会
場　

人
吉
こ
こ
ろ
の
ホ
ス
ピ
タ

ル 

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ

ら
２
階
（
下
城
本
町
１
５
０
１
番

地
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

球
磨
人
吉
地
域
合
同

断
酒
大
会
事
務
局
（
☎
22
‐

４
０
５
１
）

Ｍも

ぞ

か

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
森
の
お
話
し
会

（
参
加
無
料
）

期
日　

12
月
７
日
㈯

時
間　

午
前
11
時
20
分
～

場
所　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

８
６
８　

２
階

問
合
せ　

森
の
お
話
し
会
事
務

局
（
☎
０
８
０
‐
６
４
３
７
‐

２
０
７
１
）

子
ど
も
人
権
作
品
展

　

毎
年
11
月
は
「
人
権
月
間
」
で

す
。
人
吉
市
人
権
教
育
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
、
人
権

感
覚
を
育
み
、
全
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
市
内
の
小
・
中
学
生

が
作
成
し
た
「
人
権
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

を
展
示
す
る
人
吉
市
子
ど
も
人
権

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

11
月
16
日
㈯
～
24
日
㈰

会
場　

ゆ
め
マ
ー
ト
人
吉
店
内

熊
本
県
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修

　

が
ん
を
体
験
し
た
仲
間
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
）
の

研
修
会
で
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
同
じ
よ
う
な
病
気
を
患
う
患

者
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
同
じ

よ
う
な
体
験
を
し
た
仲
間
な
ら
で

は
の
支
援
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　

が
ん
経
験
者
か
そ
の
家

▲ 申し込み
はこちら

第４次
人吉市教育振興基本計画に
対する意見を募集します

　令和７年度からの新たな教育振興の取り組みの指針と
なる「第４次人吉市教育振興基本計画（素案）」を作成
しましたので、皆さんからの意見を募集します。

期間　11 月 11 日（月）～ 12 月 10 日（火）　※必着
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

問合せ　市学校教育課総務係
　　　　（☎２２－２１１１　内線４０１１）

▲ 市ホーム
ページ

試
験
会
場　

熊
本
地
方
合
同
庁
舎

Ｂ
棟
大
会
議
室
（
熊
本
市
西
区
春

日
２
丁
目
10
番
１
）

※
詳
し
く
は
「
自
衛
官
募
集
」
サ

イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
22
‐

４
７
０
４
） 催

　
し

第
78
回

犬
童
球き

ゅ
う
け
い渓
顕
彰
音
楽
祭

　

郷
土
の
偉
人
・
犬
童
球
渓
先
生

の
功
績
を
称
え
て
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な

で
楽
し
む
音
楽
の
祭
典
で
す
。
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
碑
前
祭
】

期
日　

11
月
14
日
㈭　

時
間　

午
前
８
時
30
分
～

場
所　

犬
童
球
渓
先
生
銅
像
前

（
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
敷
地
内
）

内
容　

献
花
、
斉
唱

【
学
校
発
表
会
】

期
日　

11
月
14
日
㈭　

時
間　

午
前
９
時
～

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
大
ア

リ
ー
ナ

内
容　

人
吉
球
磨
の
小
・
中
・
高

校
生
が
、
合
唱
・
合
奏
・
吹
奏
楽

な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
個
人
コ
ン
ク
ー
ル
本
選

の
「
球
渓
賞
」
受
賞
者
の
演
奏
も

披
露
す
る
予
定
で
す
。

【
音
楽
の
ひ
ろ
ば
】

期
日　

11
月
17
日
㈰　

時
間　

午
後
２
時
～

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

　

人
吉
球
磨
で
活
動
す
る
音
楽
団

体
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
合

唱
・
吹
奏
楽
な
ど
多
彩
な
音
楽
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
こ
の
日
の

た
め
に
結
成
し
練
習
を
重
ね
た
特

設
合
唱
団
も
出
演
し
ま
す
。

入
場
料　

全
て
無
料

問
合
せ　

市
文
化
課
文
化
政
策
係

国
指
定
史
跡
大
村
横
穴
群

現
地
説
明
会

　

県
内
の
装
飾
古
墳
一
斉
公
開
に

合
わ
せ
、
国
指
定
史
跡
大
村
横

穴
群
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
な
ぜ
横
穴
群
が
つ
く
ら
れ
た
の

か
？
」「
葬
ら
れ
た
の
は
誰
？
」

な
ど
、
同
古
墳
の
秘
密
を
専
門
職

員
が
解
説
し
ま
す
。
５
年
ぶ
り
の

開
催
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

期
日　

11
月
24
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

大
村
横
穴
群
（
人
吉
市
城

族期
日　

12
月
22
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
15
分
～
午
後
５

時場
所　

熊
本
労
災
病
院
（
八
代
市

竹
原
町
１
６
７
０
）

定
員　

24
人

申
込
期
限　

11
月
８
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
が
ん

連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
６
‐
３
７
３
‐
５
５
５
８
）

作
品　

ポ
ス
タ
ー
23
点
、
標
語

１
７
９
点
、
作
文
２
点　

計

２
０
４
点

問
合
せ　

市
社
会
教
育
課
生
涯
学

習
係

本
町
：
人
吉
駅
裏
）

参
加
費　

無
料

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
随
時
受

け
付
け
ま
す
の
で
現
地
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
文
化
課
文
化
政
策
係
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保健センターだより 保健センターだより

問合せ　市保健センター（☎２４－８４２０、☎２４－８０１０）

12月の休日在宅医・当番薬局

救急病院
外山胃腸病院 ２２－３２２１ 球磨病院 ２２－３１２１ 愛生記念病院 ２２－６８７８

※受診前に病院に連絡してください。
※ 変更になることがあります。病院に連絡がつかない場合は、市ホームページをご覧になるか、電話で市役所（☎

２２－２１１１）にご確認ください。日曜・祝日も対応します。

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

１ ㈰

万江病院 ２２－２３５７ さくら調剤薬局瓦屋店 ２２－１６７７
平井整形外科リハビリテーション
クリニック

２４－８２１３ エスエス堂薬局城本店 ２２－０３３７

たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

８ ㈰
光永医院 ２２－２３６６ エスエス堂薬局瓦屋店 ２２－６５５０
とやまクリニック胃腸科・肛門科 ２８－３３７５ 駒井田調剤薬局 ２２－２１４７
やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

15 ㈰
堤病院附属九日町診療所 ２２－２２５１ さくら調剤薬局九日町店 ２２－２１６２
みなみ眼科 ２２－６８２０
堤病院附属九日町診療所小児科 ２２－２２５１

22 ㈰
みのだ内科循環器科 ２８－３１１１ さくら調剤薬局西間店 ２２－８８５０
三浦整形外科医院 ２２－３４０１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７
人吉医療センター小児科 ２２－２１９１

29 ㈰

しらおく内科クリニック ２５－１５５０ 高階誠心堂薬局本店 ２２－４６３３
たけだ眼科クリニック ２３－３０９６ 高階誠心堂薬局いずみだ店 ２４－８３７０
公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ ファーコス薬局たらぎいちご ４２－６８８８

山口薬局 ４２－２１２３

30 ㈪
田中医院 ２４－６１２７ 高階誠心堂薬局かわらや店 ２４－５１７１
外山胃腸病院 ２２－３２２１ うさぎ薬局人吉店 ３２－９６２１
増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

31 ㈫
堤病院 ２２－０２００ ひご薬局下林店 ２４－１４００
外山胃腸病院 ２２－３２２１ まえだ薬局 ２３－２９８７
増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

受付時間：午前９時～午後５時

●�マンモグラフィー対象
昭和 58年 4月 2日～昭和 59年 4月 1日生まれ

女性対象　検診車での市民健診を実施します

無料クーポン対象の人は、健診会場に無料クーポン券をお持ちください

検査項目 対象者 個人負担金

乳房超音波

30 ～ 39 歳（前年度未受診者） 900 円

40 歳以上でペースメーカー装着、妊娠中、授乳中、豊胸
手術などを理由にマンモグラフィー検診ができない人※

40 ～ 74 歳 900 円

75 歳以上 600 円

マンモグラフィー 40 歳以上（前年度未受診者）

40～ 49歳 1,700 円

50 ～ 74 歳 1,200 円

75 歳以上 800 円

子宮頸
けい

がん 20 歳以上（前年度未受診者）
20～ 74歳 1,600 円

75 歳以上 1,100 円

日程

期日 受付時間 会場

11//17（日）
8:30 ～ 11:00

市保健センター
13:30 ～ 16:00

11/18/18（月） 8:00 ～ 11:30 中原コミセン

11//22（金）
9:30 ～ 10:00 大畑コミセン

13:30 ～ 16:00 西瀬コミセン

11//23（土）
8:30 ～ 11:00

市保健センター
13:30 ～ 16:00

　申し込んだ人には、10月下旬に問診票などの必要書類を郵送しています。混雑を避けるため、指定した時間以
外の受診はできません。指定した時間で都合が悪い場合や、検診希望で申し込みをしていない人は、早めに市保健
センターに連絡してください。

※ 40歳以上でマンモグラフィー検診ができない人は事前に市保健センターにご連絡ください。

※ １日に検診できる人数に限りがあります。
※ 会場ごとに対象地区を指定しています。
※ 乳房超音波検診を受ける人は対象地区に限らず11

月17日か23日で案内します。
※ 医療機関での婦人科検診も令

和７年１月末まで実施してい
ます。医療機関での検診を希
望する人は市保健センターに
お問い合わせください。

糖尿病予防を周知するブルーライトアップ活動

　人吉球磨糖尿病予防フォーラム実行委員会では、
糖尿病の正しい知識を啓発する世界糖尿病デー（11
月 14 日）に合わせて 11 月の１カ月間、ブルーラ
イトアップ活動に取り組みます。
　ブルーライトアップ活動は、糖尿病の予防を広く
知ってもらうために建造物をシンボルカラーである
ブルーにライトアップする活動で、平成 19 年から
世界各地で展開し今年で 18 年目です。
　人吉・球磨地域では平成 26 年度から取り組んで

問合せ　健康増進係

い ま す。 今 年 度 も ブ
ルーライトアップ活動
を通して、地域一体と
なった取り組みで糖尿
病の発症、重症化の予
防を目指します。

▲

 前回の様子（人吉
保健所）

●�子宮頸がん対象
平成 15年 4月 2日～平成 16年 4月 1日生まれ

問合せ　保健総務係

骨粗しょう症検診　最後のご案内（令和６年度対象者）
　令和６年度に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、
70歳になる人に、骨粗しょう症検診の受診票を４月
に送付しています。
　５月までに受診しなかった人は11月24日（日）に
市保健センターで受診できます。この機会を逃すと、
次の受診（検診）は５年後となります。

※ 受診票をなくした人は市保健センターにご連絡くだ
さい。

期日　11月24日（日）
会場　市保健センター
受付時間　①7:30 ～ 8:00　②8:30 ～ 9:00　③9:30
～ 10:00　④10:30 ～ 11:00　⑤11:30 ～ 12:00

【お詫びと訂正】　広報ひとよし10月号（1182号）23㌻「市民健診（後期高齢者健診）を実施しま
す」の内容に誤りがありました。訂正しお詫び申し上げます。
11月10日㈰の健診実施会場　誤：市保健センター　正：西瀬コミセン
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令和５年12月に着任した人吉市地域おこし協力隊の活動の様子をお届けします。

問  市保健センター（ ☎２４－８０１０）

問

▲

 蔵書検索
と予約は
こちら

▲

 市移住定住
サイト

　日本スポーツ協会公認陸上競技上級コーチの資格を持つ人吉ス
ポーツパレスの森 英和館長が、ランニングのイロハを紹介します。

問 市社会教育課スポーツ振興係（☎２２−２１１１　内線４０２４）

新刊案内

　��市図書館　☎２４－３５１８
場所：カルチャーパレス２階
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

お子さんの口開いていませんか？

　口周りの筋肉は年齢とともに衰えていきます。
お子さんだけでなく、家族みんなで楽しく遊びな
がら筋肉のトレーニングをしましょう。

こんな症状があるお子さんはいませんか？

・いつもポカンと口が開いている
・上手に発音できない言葉がある
・クチャクチャと音を出して食べる
　➡ 口を閉じる力や舌の筋力が弱

いなど、口の機能が十分に発
達していないことで起こるも
のです。

口が開いたままだと

・姿勢が悪くなる
・むし歯ができやすくなる
・感染症のリスクが高くなる
　➡ 全身に影響を与えます。遊びの中

で口周りの筋肉を鍛えましょう。

No. ７

児
童
向
け

一
般
向
け

唇を閉じる筋肉を鍛える遊び
・ラッパのおもちゃ
・シャボン玉遊び
・吹き戻し

遊びで口の力
ちから

を育てましょう

口周りの筋肉を鍛える遊び
・にらめっこ
・顔じゃんけん

難民・移民のわたしたち
雨宮 処

か り ん

凛 著

ことば探求舎 編

大人になったら読めない漢字

　社会人はひとつの漢字の読み間違
いが、大人としての評価に影響する
ことがある。本書では、「幕間」、「弁
える」などの「読み間違えたくない
言葉」を集めて紹介。社会人に必要
な本当の漢字力が身につく一冊。

　日本に暮らす難民・移民の人たち
は何に困っているの？　日本にいる
難民・移民の子どもたちの声を日本
の政策を踏まえて紹介。子どもたち
のリアルな声を集めた「難民・移民」
を知るための入門書。

11月の休館日
５日、11日、18日、25日、12月２日

市図書館に寄付がありました
　有限会社中津留物産（下漆田町）から、読書
環境の整備に役立ててほしいと、30万円の寄
付がありました。寄付金は子ども図書館の机や
椅子の購入などに活
用する予定です。

▲

 ９月26日に市役所で
行われた贈呈式

　東京都の東京交通会館で、10月12日に移住相談
会が開催されました。熊本県内からは24の市町村
が参加し相談者は400人ほど。本市のブースには29
人が訪れ、人吉を知っていて旅行で訪れたことがあ
る人がいて知名度の高さを再認識しました。
　相談会を通して、相談者が本当に気になることを
引き出すことが必要だと感じました。現在毎月第４
木曜に実施しているオンライン移住相談会で経験を
積み、相談者によりよい提案ができるようになりた
いです。

▲
 相談者の前でプレゼ
ン。練習のかいあって
緊張せず話せました

▲  本市にいい印象を抱い
てもらえるような対応
を心掛けました

ジョギングが心身にもたらす効果

　今月はジョギングの効果についてお話しします。
人と会話ができる程度の速さで走るスロージョギン
グを 30 ～ 60 分行うと、次のような効果が期待で
きます。
＜ジョギングの効果＞
① 全身の筋肉を使うため、運動効果はウオーキング

の２～３倍
② 心肺機能が向上し、持久力や筋力が付いて疲れに

くくなる
③ 血流が増えて体温が上がり、免疫機能が向上する
④ 適度な運動刺激が血流を促し、腰痛や肩こりが改

善する
⑤ 中性脂肪や内臓脂肪 ･ 体脂肪が減りダイエット効

果がある（すぐに体重が減る訳ではありません。
長期の継続が必要です）

⑥ 食後に行うことで、血糖値の上昇を抑えることが
できる

⑦ 「幸せホルモン」と呼ばれるセロトニンやドーパ
ミンが分泌され、ストレスを解消

⑧ 脳の前頭前野が活性化することで認知機能が向上

し、認知症予防につながる
⑨適度な心身の疲れが睡眠の質を向上させる

　ジョギングもウオーキングと同様に、用具や場所
を選ばずすぐに始めることができます。トレーニン
グ例は 10 月号を参考にしてください。　
　来年２月のひとよし温泉マラソン出場を目標に、
トレーニングを続けましょう！
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　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

▲ �川畑智
さとし

さん。熊本県を拠点に、病院・施設で認知症予防や認知症ケアの実践に取り組むととも
に、全国各地での講演活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓発活動や研究活動を行っている

川畑
式

　  

　

市防災課防災係
（☎２２－２１１１　内線３２４１）

市地域防災官市地域防災官

深江 政友深江 政友

市地域防災官による災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。地域
防災官

の

Ｑ.18

Vol.100

…

No.29

No.42

下一桁になる小さい
数字が全体のヒント
になりやすいです！

答えは33㌻！

ピッタリ勘定パズル（中級編）
硬貨の合計がピッタリ金額になるように、タテかヨコの
一直線か、ひと曲がりの線で硬貨をつなげましょう。線
が交差したり重なったりしてはいけません。

① ②ピッタリ金額：15円 ピッタリ金額：60円

独立行政法人�地域医療機能推進機構�人吉医療センター

近
こんどう

藤 眞
ま よ

世（26）　宝来町

　臨床検査技師（MT）として、主に心電図や超音波検査を
担当しています。学生時代は陸上部に所属し、治療などで病
院に行く中で医療現場に興味を持ったことがきっかけです。
MT は医師が病気や処置を判断するための重要な役割を担っ
ているので、患者さまに不安を与えず、一人一人の状況に合っ
た検査ができるよう心掛けています。検査に必要な知識も多
く求められるので、毎日が勉強です。仕事内容は幅広く、経
験したことがない検査もたくさんあります。これからも経験
を積みながら認定資格を取得し、それを生かしていける検査
技師を目指します。

所在地：老神町 35 番地
設立：平成 26 年４月１日
院長：薬師寺 俊剛（としたけ）
職員数：562 人
事業内容：医療業
☎２２−２１９１

　豪雨災害が起きやすいシーズンもようやく終わ
り、過ごしやすい季節になりました。今月は、要
支援者の避難についてお話しします。
　災害発生時に高齢者、障がい者、病気の人、乳
幼児や妊婦、そして外国人などは情報の入手や避
難行動で配慮が必要な「要配慮者」です。中でも
自ら避難することが困難で、避難のために支援が
必要な人を「避難行動要支援者」と呼びます。こ
のような人たちを支援する「避難支援者」は、日
中と夜間の場合を想定し、それぞれの時間帯や
ケースに合わせたチームを作ることが重要です。

地域で守る要支援者

複数のチームを作ることで迅速な避難が実現しや
すくなります。
　車椅子で生活する人や寝たきりの人を人力で速
やかに避難させるためには、複数の支援者つまり
マンパワーが必要になってきます。支援される人
の生活様式はさまざまなので、日頃から支援する
側、支援される側がよく話し合っておくことも大
切です。
　地域の高齢化やコミュニティーの衰退で避難支
援には課題もありますが、地域は「家族」という
思いを持ち、要配慮者や避難行動要支援者に対す
る災害時の対応について、この時期に今一度地域
で話し合い、誰もが安全に避難できる地域を目指
してください。

　

10
月
半
ば
に
台
湾
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。台
湾
で
は
３
つ
の
大
学
を
訪
問
し
、

先
生
や
日
本
か
ら
留
学
さ
れ
て
い
る
生

徒
さ
ん
た
ち
と
意
見
交
換
し
、
交
流
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
県
北
は

台
湾
の
世
界
的
な
半
導
体
企
業
の
工
場

進
出
で
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、台
湾
も
少
子
化
が
進
み
、

都
市
部
と
地
方
の
格
差
が
進
む
と
い
う

課
題
に
直
面
し
、
い
わ
ゆ
る
地
方
創
生

に
関
す
る
取
り
組
み
を
国
を
挙
げ
て
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
も
台
湾
で
地

方
創
生
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
企
業

と
連
携
し
て
い
て
、
台
湾
の
大
学
を
は

じ
め
、
企
業
の
方
な
ど
と
の
交
流
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

　

台
湾
と
熊
本
の
関
係
が
深
ま
り
、
熊

本
の
発
展
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
県
南
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
日
本
全
体
で
少
子
化
、
高

齢
化
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら

な
い
中
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
と
の

交
流
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
を
増
加
さ
せ
、
引
き
続

き
地
域
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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月曜が収集日の地区のみ収集します。行事カレンダー ※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス
※変更になることがあります。

�編集後記� Ａ.18川畑
式 ひとよしの情報発信

市公式

移住定住サイト
「人よしライフ」

人吉市
防災ポータル

F
フェ イ ス ブ ッ ク

acebook
市民向けの情報

F
フェ イ ス ブ ッ ク

acebook
市の魅力発信

友だち追加・フォロー

お待ちしてます♪

ホームページ

I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram
@hitoyoshi_city

市公式 SNS（会員制交流サイト）

X
エックス

（旧 T
ツ イ ッ タ ー

witter）
@hitoyoshishi

L
ラ イ ン

INE
@hitoyoshi_city

■  予定や場所は変更となる場合があります。 詳しくはお問い合わせください。

市政に対する意見や要望など
を受け付けています。

・各窓口
・ひらめき箱：
市役所１階市民コーナー内
・電子メール：
info@hitoyoshi.
kumamoto.jp

RKK でリモコンのｄボタンを押し
「デタポン」を選んで「決定」！

地デジ チャンネル３

テレビ（データ放送）を利用した
住民情報サービス

広報ひとよし
を

スマホでチェ
ック！

マチを好きになるアプリ

12月の各種相談ガイド

相談内容 期日 時間 場所 予約・問合せ

無料法律相談
（予約制）

３日㈫
17日㈫

午前10時～
午後３時 市消費生活センター 市消費生活センター

（☎22−2111　内線1060）

暮らし安心法律相談
（予約制） ５日㈭ 午後１時30分～

４時
市総合福祉センター
相談室

人吉球磨成年後見センター
（☎24−8800）

暮らしのなんでも相談
（行政相談） 17日㈫ 午前10時～正午 市消費生活センター 市消費生活センター

（☎22−2111　内線1060）

消費生活なんでも
相談会

（予約優先）
17日㈫ 午前10時～

午後３時 市消費生活センター 市消費生活センター
（☎22−2111　内線1060）

介護者家族会 ４日㈬ 午後１～３時 カルチャーパレス
２階会議室

人吉市地域包括支援センター
（☎24-9193）

こころの健康相談
（予約制）

12日㈭
27日㈮ 午後２～３時 人吉保健所 人吉保健所保健予防課

（☎22−3107）

八代年金事務所
年金出張相談
（予約制）

毎週月曜
（30日を除く）

午前９時～
午後４時30分 市役所１階相談室

予約先：八代年金事務所
（☎0965−35−6123）
※自動音声受付（①→②）

令和２年７月豪雨
被災者のための災害
復興住宅融資相談会

（完全予約制）

平日
（ 祝 日・ 年 末
年始を除く）

午前10時30分～
午後３時30分

市福祉課
被災者支援係

住宅金融支援機構熊本センター
（☎096−241−6180）

予防接種の管
理や

成長記録に！

母子手帳アプリ

母子モ

14 ㈭

・ 犬童球渓顕彰音楽祭 碑前
祭（犬童球渓先生銅像前、
8:30 ～）

・ 犬童球渓顕彰音楽祭 学校
発表会（SP、9:00 ～）

15 ㈮

・ ワンストップ就労相談窓
口・ジョブカフェ（ハロー
ワーク球磨、13:15 ～）

・ おしごと出張相談会in人
吉球磨（球磨地域振興局、
13:30 ～）

16 ㈯

・ 子ども人権作品展（～ 24
日㈰、ゆめマート人吉店）

・ 中原校区ウオーキングデー
（中原コミセン、8:00 ～）

・ 西 瀬 校 区 ウ オ ー キ ン グ
デー（西瀬コミセン駐車
場、8:00 ～）

17 ㈰ 愛犬のしつけ教室（球磨地
域振興局駐車場、10:00 ～）

18 ㈪

19 ㈫

・ 窓口利用体験調査（市役
所、9:00 ～）

・ おしごと出張相談会in人
吉球磨（ハローワーク球
磨、13:30 ～）

20 ㈬

11月

１ ㈮ 広報配布

２ ㈯

・ 人吉文化祭（～３日㈰、CP）
・ 西校区ウオーキングデー
（東西コミセン、8:30 ～）

・ MOZOCA森 の お 話 し 会
（MOZOCAステーション、
11:20 ～）

３ ㈰ 文化の日

４ ㈪ 振替休日

５ ㈫
おしごと出張相談会in人吉
球磨（ハローワーク球磨、
13:30 ～）

６ ㈬

７ ㈭

８ ㈮

９ ㈯ 東校区ウオーキングデー
（人吉東小、8:30 ～）

10 ㈰

11 ㈪

12 ㈫
お し ご と 出 張 相 談 会in人
吉 球 磨（ 市 役 所 相 談 室、
13:30 ～）

13 ㈬

21 ㈭

22 ㈮

23 ㈯
・勤労感謝の日
・  大畑校区ウオーキングデー
（大畑コミセン、8:20 ～）

24 ㈰

・ 国指定史跡大村横穴群現
地説明会（大村横穴群、
10:00 ～）

・ ファミリー講座（九ちゃ
んクラブ（CP）、10:00 ～）

25 ㈪ 12月定例市議会開会

26 ㈫

27 ㈬ 市教育委員会定例会（市役
所３階301会議室、9:30 ～）

28 ㈭
人吉都市計画マスタープラ
ン改定の住民説明会（市役
所 ３ 階301会 議 室、19:00
～）

29 ㈮

30 ㈯
SL人吉・鉄道フェス2024

（～ 12月１日㈰、人吉駅前
広場駐車場、10:00 ～）

12月

１ ㈰

２ ㈪ 広報配布

　今回は、計算処理力のアップが期待できる問
題を出題しました。認知機能を維持するために
も自分の頭で計算を続けることが重要です。

問題は31㌻にあります。

① ②

人の熱気に包まれた「おくんち祭」。取材で参加
しましたが、同祭りに参加するのは約10年ぶり。

小学生の頃は、神社の境内で行っていた奉納剣道大会
に参加していました。早く負けて屋台に行くことしか
考えず、試合どころではなかった記憶があります（笑）。
なかなか強くなれなかったのは、神様が私の気持ちを
読み取って、罰を与えたのかも知れません……。（谷口）

青井阿蘇神社の例大祭
「おくんち祭」。５年ぶ
りに神幸行列の順路が
拡大し、まちなかには
威勢のいいかけ声が響
き渡りました。詳しく
は８㌻をご覧くださ
い。
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　百年を超えて長きにわたり活躍し、人々に愛された SL人吉。今
年３月に現役を引退し、JR九州から人吉市に無償譲渡されました。
その雄姿を見てもらい、本市の観光のシンボルとなるよう、SL人
吉の誕生日である 11月 18日から人吉駅前で展示します。
　これを記念し、「SL人吉・鉄道フェス 2024」を開催します。

11月 30日　・12月１日
午前 10時～午後４時
人吉駅前広場駐車場

○ステージイベント　　○ふわふわ遊具
○ミニ SL 乗車体験　　 ○鉄道事業者ブース
○飲食店出店　　　　　○レールサイクルくまチャリ
○アルミカート　　　　○球磨焼酎コーナー

イベント内容

問合せ　市商工観光課（☎２２−２１１１　内線２１３１・２１３２）

日時

会場

土 日


